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初夏のナナカマド
赤い笑と紅葉の美しさで人

気の商いナナカマド。初夏に
咲く花は白く集まって咲くの
で、まるで雪のようによく目
立つ。この材が七回かまどに
入れても燃えないほどに堅い

ことからナナカマドという名
前がつけられている。

ペ
シ
ャ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

案
内
所
を
設
置

竹
飾
り
と
イ
ベ

ン
ト
の
話
題
は

市
民
の
み
な
さ
ん
や
観
光
客

の
た
め
に
、
駅
北
口
、
駅
南
口
、

駅
西
口
、
富
士
銀
行
前
、
市
民

プ
ラ
ザ
J

の
五
か
所
に
そ
れ
ぞ
れ

案
内
所
を
設
甘
ま
す
。
迷
子
や

急
病
等
で
お
困
り
の
と
き
は
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
も
外
国
人
観
光

客
の
た
め
に
、
土
・
日
曜
日
の

午
後
一
時
か
ら
六
時
ま
で
、
駅

南
口
前
の
農
業
会
館
一一
一階
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
国
際

交
流
サ
ロ
ン
を
聞
き
ま
す
。

-Ri-
--第
四
十
五
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
は
、
七
月
七
日
(
金
)
か
ら
十
一
日
(
火
)
:
・
*

*
・
:
ま
で
の
五
日
間
、
湘
南
ス
タ
ー
モ

l
ル
を
中
心
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
七
夕
ま
つ
:
・
*

合
・
:
り
の
主
役
と
な
る
「
ミ
ス
七
夕
」
も
明
る
く
す
て
き
な
三
人
の
お
嬢
さ
ん
が
選
ば
れ
て
い
:
・

-R

-R・
:
ま
す
。
色
鮮
や
か
な
七
夕
飾
り
が
、
み
な
さ
ん
を
き
っ
と
魅
了
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う

0

・:
*

今
年
も
ミ
ス
七
夕
披
露
パ
レ

ー
ド
、
各
種
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
、

市
民
総
お
ど
り
パ
レ
ー
ド
、
豪

華
け
ん
ら
ん
な
竹
飾
り
の
競
演

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
ェ

ン
ト
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
ま

す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
お
出
掛

甘
く
だ
さ
い
。

璽璽扇雇通E主開
ミ
ス
七
夕
の
紹
介

今
年
の
竹
飾
り
の
話
題
は
、

何
と
い
っ
て
も
貴
乃
花
関
と
河

野
景
子
さ
ん
の
結
婚
、

J
リ
ー

グ
で
優
勝
争
い
を
演
じ
て
い
る

ベ
ル
マ
l
レ
平
塚
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
各
商
庖
が
一
年
が

か
り
で
作
り
上
げ
た
約
四
百
本

の
竹
飾
り
が
み
な
さ
ん
を
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
世
界
へ
と
ご
案
内

し
ま
す
。

パ
ス
乗
り
場
ガ
変
更

ミ
ス
七
夕
三
人
の
お
嬢
さ
ん

七

夕
期
間
中
は
、
駅
周
辺
が

を

紹

介

し

ま

す

。

混

雑

す

る

た

め

、

パ

ス

乗

り

場

(
写
真
左
か
ら
)

と

運

行

経

路

が

一

部

変

わ

り

ま

，
食
械
俳
υ

宣
言
ん
(
却
歳
)

す

。

よ

く

確

認

し

て
お
間
違
い

・
藤
沢

市

の

な

い

よ

う

と

乗

車

く

だ

さ

い

。

・

会

社

員

厚

木

方

面

、

伊

勢

原

方

面

、

川

会

統

家

事

さ

ん

(

お

歳

)

秦

野

方

面

は

、

平

日

が

正

午
か

・

横

浜

市

そ

の

ほ

か

今

年

は

新

た

に

、

ら

、

土

・

日

曜

日

は

午

前

十

時

・

会

社

員

・

本

場

ブ

ラ

ジ

ル

の

ダ

ン

サ

ー
十
か
ら
最
終
ま
で
、

N
T
T平
塚

A
H

山
本
忠
蜘
さ
ん

(日
歳
)

五
人
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
五
人
支
庖
前
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

J

・
平
塚
市

に

よ

る

「サ
ン
パ
パ
レ
ー
ド
」
湘
南
平
松
岩
寺
行
、
大
磯
駅
行

圃

・

団

体

職

員

が

行

わ

れ

ま

す

。

ぜ

ひ

、

と

の

ス

等

は

北

口

に

な

り

ま

す

。

一
街
市
街
街
街
市

域

館

ル

一

街

一一域
パ

神

る

蹟

ク

イ

館

一

ジ

ジ

街

街

ル

一

室

街

側

ル

タ
心
金
心
心
心
全

地
民

一

タ

心

タ

地
塚

A
明
ン

ス

一

会

民

タ

一

一

心

心

一

タ

議

心

北

べ

】

ン
中

中
中
中

辺
公

モ

ン

中

ン

辺
平
B

、

ト

グ

ボ

協

公

ン

テ

テ

中

中

モ

ン

会

中

点

催

、

か

セ

)

周

失

一

セ

セ

周

、
M
部

パ

ン

、

全

央

セ

ス

ス

一

セ

一

差

閥

的

ほ

民

査

中

タ

民

民

ぴ
隊

L
楽

仙

チ

隊

安

中

民

設

設

タ

民

タ

交

を

制

レ

市

審

)

)

ス

市

市

よ
楽

P
奏
水
一

ド
通

市

特

特

ス

市

ン

前

ト

ペ

一

部

小

査

南

お

立

目

、

吹

川

マ

一

交

官

問

セ

ザ

ン

配

マ

の

港

審

}

湘

)

街
防

一
学
寒

N
ガ

市

)

湘

民

ラ

ペ

制

ル

別

・

部

綜

演

心

消

パ

大

、

U

一

塚

)

演

市

プ

イ

問

ペ

区

ド

小

の

吟

公

中
市
ル
川
会

S
ラ

平

鼓

公

民

種

ヴ

ノ

地

ン

善

景

、

か

回

浜

シ

奈

議

、

カ

、

太

田

演

市

各

市

ァ

パ
崇
夜

ド
揺

ほ

1
ド
横
イ
神
協
隊
と
会
、

2
芸

ド

公

て

巻

ヴ

市

グ

{

市

一

民

ド

伽

第

一

、

ぺ

、

市

鼓

隊

蟻

居

第

道

式

一

踊

式

5

い
花
ピ

ド
全
ド
ン
ド
全

レ

、

一

策

(

レ

隊

体

コ

縁

パ

楽

協

芝

(

大

彰

レ

舞

彰

、J

ま
・
の

演

一

(
一
チ

一

(

パ
舞
レ

野

場

パ
楽

車

ぺ

平

ツ

音

絡

形

場

タ

表

パ

ド

会

表

ム

聞
に
市
演

公
レ

ル
レ

一
レ

ル

問

民

パ

神

劇

隊

音
産

・
動

ラ

防

逮

人

劇

七

ル

り

一

協

者

ア

日
ジ
山
出

踊
パ
一
パ
マ
パ
一

勧
〈

パ

典

、

戦

一
楽
讐

日

オ

運

女

消

市

(

一

カ

一

ど

レ

会

能

労

戦

リン
叩
一

高
手

舞
い
ク
露
学
隊
ク

中
演
ン
祭
郎

作

υ音
娘
、
ジ
り
少
市
塚
会

υス
ク

お

パ

影

芸

功

作

タ

~
テ
(
選

会
と
ン
披
大
楽
ン

市
公

サ

の

二

大

ミ

と

:
ブ
タ
く
野
崎
平

大

ミ

ラ

ン

総

り

搬
化
り
大

ン

幽
ス
能
塚

踊
ま
コ

タ
院
音
コ

タ

盟

歌

冠

ン

ア

タ
体
ラ
ス
づ
梁
川
ト

能

ア

コ

民

ど

タ

文

つ

ン

ア
日
設
芸
平

幽

舞
り
り
七
学
校
り
出

七
連

ω
タ

:
同

一
フ
七
回
ク
、
会
、
、
ウ
芸
フ
初
り
関

市
お
刈

七
市
ま
一

フ

7
特
土
レ

日

塚
遺
飾
ス
東
学
飾
日

ス
化

:
ヨ
演
町

リ
産
ス
加

ン
川
社
隊
ル
カ
土
産

:
飾
日

夕
夕
日

ス
塚
タ
リ

-
月
外
郷
一

7
平
木
竹
ミ
関
小
竹
叫

ミ
文
目
ト
出

9
ク
臼
ミ
参
ト
奈
い
笛
一
ス
郷
日
目
竹
山

七
七

日

ミ
平
七
ク
ル

7
野
【
マ

月
0

0

0

0

5

0

月
0
0
0
0

月
0

0

0

0

0

0

0

月
0

0
月
0
0
0
0

一

7

1

3

0

3

4

3

7

0

0

0
1

7

0

0

1

0

0

3

1

7

・
7

ス

ム
M
M
U
M
M

目
印

公

ロ
U
M
M

会

5
H

U

U
M

M
団
交

ロ
日

食

刊
日
目

n
AM
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(2) 平成ア年ア月1日

日
備
体

mw一陶
器
一mw昌
也

美
術
館
と
青
少
年
会
館
で
開
催

、，F

美
術
館
で
は
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
立
休
み
子
供
陶
芸
教

室
を
聞
く
。

動
物
の
い
き
い
き
と
し
た
動

き
や
表
情
を
ど
こ
ま
で
表
現
で

き
る
か
、
粘
土
で
つ
く
っ
て
み

よ
う
。

マ
開
催
日

-
A
コ1
ス

広報ひらつか第 554号

-
B
コ
1
ス

7
月
お
日
(
金
)

・
C
コ
1
ス

7
月
泊
目
(
土
)

・
D
コ
ー
ス

7
月
初
日
(
臼
)

マ
時
間
午
後
1
時

1
4時
初

分マ

場

所

美
術
館
ア
ト
リ
エ

B

マ

定

員

各
コ
1
ス
加
入
(
応

募
多
数
の
と
き
抽
選
)

マ
材
料
費
五
百
円

7
月
幻
自
(
木
)

昨年の美術館陶芸教室

マ
申
込
期
限

7
月
四
日
(
月
)

マ
申
し
込
み
往
復
は
が
き
に

希
望
す
る
コ
l
ス
、
住
所
、
氏

名
、
也
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

美
術
館
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
陶

芸
」
係
(
干
加
平
塚
市
西
八
幡

ー
ー
3
1
3
・
電
話
お
|
一
一
一

一
一
)
へ

3
U時
作
品
渡
し

マ
場
所
青
少
年
会
館
集
会
場

マ
対

象

小

学
生
以
上
の
方
と

そ
の
親
お
組
(
印
人
)

マ
材
料
費

1
人
一
千
円

マ
申
込
先
青
少
年
会
館
(
電

話
回
|
七

O
ニ
九
)

広
聴
パ
ト
ロ
ー
ル

日
程
の
お
知
ら
せ

今
年
も
各
地
区
の
公
民
館
な

ど
で
、
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
個
別
に
お
聴
き
す
る
広
聴
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。
お
気

軽
に
ご
利
用
を
。

な
お
、
回
答
が
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
返
事
を

差
し
上
げ
る
。
各
地
区
の
実
施

日
は
、
広
報
紙
や
ポ
ス
タ
ー
、

自
治
会
回
覧
等
で
お
知
ら
せ
し

て
い
る
。
七
月
の
日
程
は
次
の

と
お
り
。

マ
日
程
、
時
間
(
会
場
)

-
7
月
日
日

(
木
)
午
後
7
時

3
9時
(
金
田
公
民
館
)

-
7
月
M
自
(
金
)
午
後
2
時

1
4時
(
金
自
公
民
館
)

・
7
月
四
日

(
火
)
午
後
2
時

3
4時
(
旭
北
公
民
館
)
、
午
後

7
時
3
9時
(
旭
南
公
民
館
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
広
報
広
聴

課
広
聴
担
当
(
内
線
三
五
五
)

博
物
館
で
空
襲
展
を

博
物
館
で
は
、
戦
後
五
十
年

を
記
念
し
、

「平
塚
大
空
襲
」
の

実
態
を
戦
中
戦
後
の
資
料
を
通

写真トビvクス

粘
土
で
遊
ぶ

親

子

陶

芸

を

青
少
年
会
館
で
は
、
三
回
コ

ー
ス
で
親
子
陶
芸
教
室
を
開

く
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参

加
を

(
先
岩
順
)
。

マ
日
程
、
時
間
、
内
容

・
7
月
幻
自
(
土
)
午
前
刊
時

1
ロ

時

成

形

-
8
月
5
日

(
土
)
午
前
日
時

i
u時
給
付
け
、
静
掛
貯

-
8
月
四
日
(
土
)
午
前
日
時

も
う
す
ぐ
七
夕

市
内
の
保
育
園
で
も
、
七
夕
飾
り

作
り
に
子
供
た
ち
が
一
生
懸
叩

取
り
組
み
ま
し
た
。

七
夕
が
良
い
天
気
に
な

る
と
い
い
で
す
ね
。

し
て
紹
介
す
る
展
示
と
戦
跡
見

学
会
を
実
施
す
る
。

{
夏
期
特
別
展
5
平
塚
の
空
襲

と
戦
災
】

マ
期
間

7
月
日
日
(
土

)
1

8
月
初
日
(
水
)

マ
場
所
博
物
館
特
別
展
示
室

お
よ
び
寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー

【
戦
跡
見
学
会
}
参
加
自
由

マ
日
時

7
月
日
目
(
臼
)
午

前
日
時

S
U時

マ
場
所
市
内
各
所

マ
集
合
博
物
館
正
面
玄
関
前

午
前
日
時

※
問
い
合
わ
せ
先
博
物
館

(
電
話
お
l
五
一
一
一

)

こ
ど
も
工
コ

ク
ラ
ブ
会
員
を

市
で
は
、
小
・
中
学
生
を
対

象
に
、
共
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

身
近
な
環
境
に
つ
い
て
学
習
す

る
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の

会
員
を
募
集
す
る
。

数
人
か
ら
二
十
人
程
度
の
グ

ル
ー
プ
で
登
録
し
(
会
員
手
帳

と
メ
ン
バ
ー
ズ
バ
ッ
ジ
が
も
ら

え
る
)
、
一
年
間
活
動
し
て
い

た
だ
く
。
費
用
は
無
料
。

登
録
等
詳
し
く
は
、
環
境
保

全
課
(
内
線
三
三

O
)
へ
お
問

い
合
わ
せ
を
。

工
業
技
術
等
の

振
興
賞
の
募
集

平
塚
商
工
会
議
所
で
は
、
優

れ
た
工
業
製
品
等
を
開
発
し
た

市
内
の
会
員
企
業
の
従
業
員
等

7月の移動図書館の日程

18日・ 13: 00~14 : 00 

18日 ・14: 30~ 15 : 20 
18日 ・15: 30~16 : 00 
19日・ 15: 00~16 : 00 
20日・ 13: 30~14 : 30 

20日・ 15: 00~16 : 00 
21日・ 13: 00~14 : 00 

21日・ 15: 00~16 : 00 
25日・ 13: 00~13 : 50 
25日 ・14: 10へ-14: 40 
25日・ 15: 1O~16 : 10 
26日・ 15: 00~16 : 00 

27日・ 13: 00~13 : 30 
27日 ・13: 40~14 : 30 

27日・ 15: 00~16 : 00 
28日・ 13: 30~14 : 30 
28日・ 15: 00~16 : 00 

日

日

日

日

日

日

日

目
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日
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目
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日
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噌
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市

ム

噌

ム

唱

A

唱

A

噌
ム

の
表
彰
対
象
者
を
募
集
す
る
。

マ
応
募
期
限

9
月
日
日
(
月
)

マ
表
彰
対
象
①
3
年
以
内
に

開
発
さ
れ
た
技
術
等
で
、
実
際

に
企
業
化
さ
れ
た
か
、

効
果
が

実
証
さ
れ
た
も
の
②
地
場
産

業
の
発
展
や
国
民
生
活
の
向
上

に
役
立
つ
優
れ
た
技
術
等
で
あ

る
こ
と

応
募
希
望
者
は、

平
塚
商
工

会
議
所
(
電
話
幻
|
二
五
一

O
)

へ
お
尋
ね
を
。

農
業
体
験
学
習
を

湘
南
農
業
経
営
士
会
で
は
、

農
業
や
農
家
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
農
業
体
験
学
習
の
参
加

者
を
募
集
す
る
。
ご
応
募
を
。

マ
日
程

8
月
3
日

(木

)
3

4
日
(
金
)
、

1
泊
2
日

マ
対
象
小
学
5
・
6
年
生
百

人
(
多
数
の
と
き
は
抽
選
)

マ
内
容
農
家
に
宿
泊
し
農
作

業
や
農
家
生
活
を
体
験

マ
参
加
費
一
千
五
百
円

マ
申
し
込
み

7
月
幻
日
(
土
)

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、

保
護
者
名
、
電
話
番
号
、
希
望

職
種

(
野
菜
、
花
、
酪
曲
師
、
養

豚
な
ど
)
を
記
入
の
う
え
、
湘

南
農
業
協
同
組
合
組
合
員
課

「夏
休
み
子
ど
も
農
業
体
験
学

習
」
係
(
干
加
平
塚
市
八
重
咲

町
3
1
8
・
電
話
お

l
一
一
五

五
)
へな

ん
で
も
夜
市

の
偲
后
を
募
集

毎
年
好
評
の
な
ん
で
も
夜
市

が
、
今
年
も
八
月
五
日
(
土
)

午
後
六
時
か
ら
見
附
台
公
園
、

お
よ
び
市
民
セ
ン
タ
ー
前
で
聞

か
れ
る
。

そ
の
夜
市
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
彩
り
を
添
え
て
い
た
だ
く
手

づ
く
り
個
庖
の
出
居
者
を
募
集

す
る
。

マ
販
売
で
き
る
物
陶
器
、
エ

プ
ロ
ン
、
子
供
服
、
パ
ン
フ
ラ

ワ
ー
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
レ
ザ

ー
ク
ラ
フ
ト
、
袋
も
の
な
ど
の

手
づ
く
り
品
(
食
品
は
除
く
)

マ
申
込
期
限

7
月
U
日
(
金
)

マ
申
込
先

地
域
づ
く
り
錬
市

民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)

官
伝。

(
電
話
お
l
六
三
二
九
)

{金
田
絵
画
ス
ク
ー
ル
作
品
展
}

7
月
M
目

(
金

)
5日
日
(
火
)

{第
U
回
七
夕
竹
細
工
工
房
}

7
月
初
日
(
木
)
3お
日
(
火
)

※
な
お
、
編
み
か
ご
前
習
会

が
、
期
間
中
の
詑
日
(
土
)
と

お
日
(
日
)
午
後
1
時
却
分
か

ら
聞
か
れ
る
(
先
着
各
白
人
、

市
民
プ
ラ
ザ
J

に
電
話
で
お
申
し

込
み
を
)

{第
6
図
面
太
郎
展
】
7
月
幻

日
(
木
)
1
8月
1
日
(
火
)

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-
中
央
公
民
館
2
階
(
電
話
加

|
一
一
一
一
一
)

{第
初
回
D
臼
型
蒸
気
機
関
車

写
生
会
入
賞
作
品
展
(
絵
画
)
}

7
月
四
日
(
火

)
i
n日
(金
)

第45回湖南ひ

土屋小学校

吉沢小 学 校

宮沢公民館

松延小学校

金目小学校

みずほ小学校

ふ じみ野商l苫街

旭陵中学校

港小学校

海 宝 寺

豊田公民館

松が丘公民館

城島小学校

城島公民館

岡崎小学校

浄心寺

金田公民館

第九のつどい合唱団員義築
き 7月 28日後)

午後7時30分打ち上げ開始

雨天のときは7月初日出

湖南潮来
(相模川河口)

と

ところ

12月17日(日)
午後2時30分開演

市民センター

日時

小学生以上 の練望書日に

参加 できる方400人(先

着順)

3000円{小・中学生、 7
年 7月1臼現在で65歳
以 上の方、身体に障害

を お持ちの方は無料)

7月30日(日)までに参加

申込容に記入のう え

市民センター(篭話
32ー2235)へ

会場
応募資格

参加費

3000発の打ち上げ花火と仕掛け花

火により、湘南潮来を彩るとともに、

スターマインコンクールを行い、花

火師の技を競います。

商 業 観 光 課 (内線549)

指揮山下一史
管弦楽 日本フィルハーモニー交響楽団
ソプラノ岩崎由紀子、メゾソプラノ
辻宥子、テノール田中誠、パス松本進

申し込み

-問い合わせ



第 554号広報ひらつか

広
報
広
聴
課
で
は
、
平
塚
空

襲
か
ら
五
十
年
固
に
あ
た
る
今

年
、
空
襲
を
体
験
さ
れ
た
方
た

ち
の
証
言
を
も
と
に
当
時
の
様

子
な
ど
を
伝
え
る
広
報
ビ
デ
オ

「
炎
の
記
憶
」
(
日
分
)
を
放
映

す
る
。

マ
放
映
日

7
月
四
日
(
土
)

午
前
日
時
品
分

3

マ
番
組
名
こ
ん
に
ち
は
神
奈

な
お
、
放
映
し
た
ビ
デ
オ
は

目、

平成ア年フ月1日(3) 

中
央
図
書
館
視
聴
党
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
で
貸
し
出
す
。

子
育
て
相
談
室

ポ
ツ
ポ
オ
ー
プ
ン

市
で
は
、
乳
幼
児
の
子
育
て

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
常

の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
子
育

て
相
談
室
「
ポ
ッ
ポ
」
を
開
設

す
る
。こ

の
相
談
窓
一
は
、
子
供
た
ち

が
遊
べ
る
ミ
ニ
プ
レ
イ
ル
ー

ム
、
ミ
ニ
ひ
ろ
ば
が
あ
り
、
親

同
士
の
情
報
交
換
や
語
ら
い
の

場
と
し
て
子
育
て
相
談
を
す
る

も
の
。
お
気
軽
に
ご
利
用
を
。

マ
相
骸
日
月
・
火

・
水
曜
日

(
午
前
9
時
叩
分

1
午
後
4
時)、

木
曜
日
(
午
前
9
時
泊
分

i
u

時
)

マ
場
所
須
賀
保
育
園
2
階

マ
問
い
合
わ
せ
先
子
育
て
相

談
室
「
ポ
ッ
ポ
」
(
屯
話
幻
|
七

六
三
九
)

障
害
者
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
作
成
を

障
害
福
祉
課
で
は
、
平
塚
の

街
を
一
緒
に
歩
い
て
障
害
者
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

す
る
。

マ
対
象
高
校
生
以
上
の
方
叩

人マ
調
査
期
間

マ
申
込
期
限

7
月

5
9月

7
月
7
日
(
金
)

マ
申
込
先
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作

成
実
行
委
員
会
(
障
害
福
祉
課

内

・
内
線
二
二

二

瀬
川
瑛
子
の

オ
ン
ス
テ
ー
ジ

マ
日
時

7
月
幻
自
(
土
)
昼

の
部
(
午
後
1
時
加
分
間
演
)
、

夜
の
部
(
午
後
6
時
却
分
開
演
)

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
入
場
料

S
席
四
千
円
、
A

席
三
千
円
(
臼
歳
以
上
は
半
額
)

マ
前
売
所
市
民
セ
ン
タ
ー、

チ
ケ
ッ
ト
び
あ
、
ヤ
ン
レ
イ
レ

コ
ー
ド
ほ
か

マ
電
話
予
約
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
市
民
セ
ン
タ
ー
(
電
話

詑
|
二
二
三
五
)

七
夕
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

第
四
十
五
回
湘
南
ひ
ら
つ
か

七
夕
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

ミ
リ
1
の
部

【
七
タ
フ
ォ
ト
部
門
】

マ
サ
イ
ズ
カ
ラ
1
サ
ー
ビ
ス

サ
イ
ズ
判

マ
題
材
七
夕
ま
つ
り
を
扱
っ

た
作
品

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
、
八

月
十
一
日
(
金
)
ま
で
に
、
平

塚
商
工
会
議
所
「
湘
南
ひ
ら
つ

か
七
夕
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
」
係
(
〒
加
平
場
市
松
風
町

一一

l
十
、
電
話
幻

l
二
五
一

O
)
ま
た
は
カ
メ
ラ
商
協
同
組

合
加
盟
庖
へ
。

高
齢
者
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル

田
⑨
誌
が
欄
苓
愛
知
，判

ラ
ン
ス
の
見
直
し
が
挙
げ
ら

州
、

拶
‘
，

れ
る
。
景
の
与
え
過
ぎ
、
不

③

4
・

適
切
な
間
食
に
よ
る
脂
肪
や

w

r
骨

髄

糖

分
の
取
り
過
ぎ
に
気
を
付

。

け
よ
う
。
ま
た
、
子
供
の
好

村

• 
ゆ

小

児

成

人

病

は

ど

ん

な

病

気

?

む
も
の
ば
か
り
を
与
え
る
の

刊

@

で
は
な
く
、
多
く
の
食
品
を

川

小
児
成
人
病
と
は
ど
の
豊
か
で
便
利
で
快
適
な
社
使
っ
た
献
立
作
り
に
努
め
て

-

t
よ
う
な
病
気
な
の
か
、
予
防
会
の
中
で
の
生
活
習
慣
、
と
い
た
だ
き
た
い
。

一刊

一日

法
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
り
わ
廿
食
習
慣
と
運
動
不
足
第
二
に
、
運
動
不
足
の
解

州

@

き

た

い

。

が

小

児

成

人

病

の

原

因

と

な

消

を

す

る

こ

と

。

外

で

遊

ぶ

@

伽

A

小
児
成
人
病
と
は
、
成
っ
て
い
る
。

一
歳
か
ら
五
歳
機
会
を
増
や
す
、
近
く
の

R

M

h

人
型
糖
尿
病
や
本
態
性
高
血
ま
で
の
幼
児
期
に
身
に
付
い
い
物
は
歩
く
な
ど
心
掛
け
る

W

W

圧
な
ど
の
成
人
病
が
す
で
に
た
生
活
習
慣
や
ラ
イ
フ
ス
タ
こ
と
が
大
切
。

刊

L
F

小
児
期
に
み
ら
れ
る
も
の
イ
ル
は
一
生
を
左
右
す
る
た
子
供
は
親
の
背
中
を
見
な

@

州

ゃ
、
肥
満
児
、
高
脂
血
症
児
、
め
、
小
さ
い
時
期
か
ら
予
防
が
ら
育
つ
も
の
。
と
の
機
会

加

。

高
血
圧
児
な
ど
の
成
人
病
予
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
に
親
子
共
々
、
生
活
習
慣
を

e

小

備
軍
の
こ
と
で
あ
る
。
予
防
と
し
て
は
、
第

一
に
見
直
し
て
は
い
か
が
。

ω

• 
⑨

e

@
企

'
@
'
@
e
@
a
'
@
・
@
@
⑥
'
@
'
⑥
+
⑨
・
@
'
@
e
@
e
@
+
@
e
@
a
'
⑥

コ
ン
ク
ー
ル

」

を

実

施

す

る

。

健

所

で

手
続
き
を
。

マ
応
募
資
格
平
成
7
年
4
月

詳

し

く

は

、

環

境

衛

生
管
理

1
日
現
在

で

初

本

以

上

の

歯

を

課

(内
線
二
四
O
)
に
お
尋
ね

持

ち

、

健

康

で

自

立

歩

行

の

で

を

。

き
る
初
歳
以
上
の
方

マ
申
し
込
み

8
月
日
日
(
火
)

ま
で
に
最
寄
り
の
歯
科
医
院
に

申
し
込
み
を

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
歯
科

医
師
会
事
務
局
(
電
話
泣
|
七

O
O八
)

Q 

狂
犬
病
予
防
注
射
を

生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い

の

作

品

を

募

集

す

る

。

哲

っ

て

犬

は

、

狂

犬

病

の

予

防

注

射

と

ご

応

募

を

。

登

録

が

必

要

と

な

る

。

【
一
般
の
部
】

今
年
度
の
予
防
注
射
は
四
月

マ
サ
イ
ズ
カ
ラ
1
キ

ャ

ビ

ネ

に

終

了

し

た

の

で

、

ま

だ

受

貯

判

以

上

、

ス

ラ

イ

ド

お

戸

以

上

自

分

の

歯

で

食

べ

、

健

康

な

て

い

な

い

犬

を

飼

っ

て

い

る

方

マ
題
材

竹
飾
り
昼

間

の

部

、

生

活

を

送

る

平

塚

市

、

大

磯

町

、

は

、

で

き

る

だ

け

早
く
動
物
病

竹
飾
り
夜
景
の
部
、
イ
ベ
ン
ト

二
宮

町

に

お

住

ま

い

の

高

齢

者

院

で

予

防

注

射

を

受

り

て

い

た

の

部

、

ミ

ス

七

夕

の

部

、

フ

ァ

を

対

象

に

「

高

齢

者

よ

い

歯

の

だ

き

た

い

。

ま

た

、

登

録

は

保

時
叩
分
(
幻
日
の
み
午
前
日
時
パ
ス
タ
オ
ル
・
室
内
履
き
・
週

1
午
後
2
時

)

動

の

で

き

る

服

装

(ロ
日
)

マ

会

場

南

原

公

民

館

マ

申

し

込

み

旭

南

公

民

館

マ
申
し
込
み
幻
自
の
み
7
月

(

電

話

担
|
ニ
二
五
五
)
へ

日
日
(
木
)
ま
で
に
南
原
公
民

{
歯
の
健
康
教
室
】

館
(
電
話
お
|
九
八

O
O
)
ヘ

マ

日

時

7
月
初
日

(木
)
午

(

先

着

幻

人

)

後

1
時
初
分
1
3時
泊
分

{
骨
粗
し
よ
う
症
予
防
教
室
}

マ
会
場
城
島
公
民
館

マ
日
程

7
月
5
日
(
水
)
、
ロ
マ
講
師
中
戸
川
幸
弘
医
師

日

(

水

)

マ

内

容

歯

と

食

生

活

の

購

マ
時
間
午
後
1
時
初
分

3
3

演
、
楽
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

時
叩
分

・

マ
持
ち
物
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ

マ
会
場
-
旭

南

公

民

館

ブ

、

手

鏡

マ
内
容
骨
組
し
よ
う
症
予
防
マ
申
し
込
み
城
島
公
民
館

の
食
事
指
導
(
5
日
)
、
リ
ズ
ム
(
電
話
回
l
一
五
二
五
)

体
操
・
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
(
ロ
日
)
※
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

マ
持
ち
物
健
康
手
帳
(
5
日)、

タ
l
(電
話
"
の
l
O
一
一
一
一
一
)

健
康
教
室
で
チ
ェ
ッ
ク

成
人
病
予
防
の
た
め
の
健
康

教
室
を
開
く
。
ぜ
ひ
ご
自
分
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
ご
利
用
を
。

{
つ
ぼ
の
教
室】

マ
日
時

7
月
比
日
(
金
)
午

後
7
時
3
9時

マ
会
場
松
が
丘
公
民
館

マ
講
師
平
塚
盲
学
校
富
安

猛
氏

マ
内
容
肩
こ
り
、
腰
痛
の
つ

ぼ
に
つ
い
て

マ
持
ち
物
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
【
糖
尿
病
予
防
教
室
】

マ
日
程
、
内
容
h

持
ち
物
)

-
7
月
6
臼
(
木
)
健
診
結
果

の
見
方
(
健
康
手
帳
)

・
7
月
日
日
(
木
)
糖
尿
病
と

合
併
症
に
つ
い
て
(
健
康
手
帳
)

・
7
月
初
日
(
木
)
ワ
ォ
l
キ

ン
グ
、
リ
ズ
ム
体
繰
な
ど
(
タ

オ
ル
、
運
動
靴
、
体
操
の
で
き

る
服
装
)

・
7
月
幻
日
(
木
)
糖
尿
病
予

防
の
食
事
指
導
と
調
理
実
習

(
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布
、
ご
は

ん
茶
わ
ん
)

マ
時
間

午
後
1
時
初
分

5
3

訪
問
看
護
婦
を
募
集

市
で
は
、
訪
問
看
護
婦

(臨

時
職
員
)
を
ニ
人
募
集
す
る
。

マ
対
象
印
歳
未
満
で
臨
床
経

験
5
年
以
上
の
離
職
後
5
年
以

内
の
方

マ
申
し
込
み

7
月
7
日
(金
)

ま
で
に
、
履
歴
書
と
免
許
証
の

写
し
を
健
康
眼
健
康
づ
く
り
係

(内
線
七
八

O
)
へ
提
出
を

水
の
事
故
防
止
を

こ
れ
か
ら
瓦
互
に
か
け
て
水

に
よ
る
事
故
も
増
加
す
る
。

平
塚
市
で
も
平
成
六
年
に
水

の
犠
牲
と
な
る
事
故
が
四
件
発

生
し
て
い
る
。

水
泳
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を

さ
れ
る
方
は
、
始
め
る
前
に
健

康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
体
調
を
考

え
な
が
ら
水
に
よ
る
事
故
防
止

に
努
め
よ
う
。

石 と鉄の大きな彫刻の前で中南米

の音楽{フォルクロー レ}の夕涼みコ

ンサー トを楽しみませんか。

日時 7月29日出

午後 6時 -7時 30分

大神環境衛生センター

野外彫刻のある中庭周辺

献血iこι脇1JをEf
-7月は愛の血液助け合い運動月間一

く〉街頭献血予定日

場所

7月29日(土)

紅谷パールロード

• 

-曲目 父なる風、コン ドルは飛ん
で行く 、花祭、レーニョ ・ペルデ、
ク リチほ か

ラス ・パロ ミ

彫刻家池田徹

フォルクロー レ

ータス

・入場無料(先治200人)

・申し込み 7月24日開までに包括で

文化行政推進室 (内線673)へ。

-出演

午前10時30分~午後3時30分

ロご協力ありがとうございました
<6月分〉

平塚江南高校、布陣浜ゴム側ハマタイト事策部、機浜エ イロクイ ツプ側、 古河電気工業側平塚事
業所、日本バイオニクス側平塚工場、 日本特殊塗料側平塚工場、側ト ノ ック ス、 共 栄工員陸側平
塚工 湯、東京包力開平型車営業所 、 東 海 大学、胸ダイクマ平 塚l吉、神宮筒自動車検査登録事務所
平塚中榔怒声明j師会 、 全 日本ロータス同友会



(4) 平成ア年ア月司自

や三ス

総~J%ポ
書長議
室すめる
2三祭
場 ξ量邑
者 以:;;_.-莞:ム
募 吋玉三ー
集 定

広幸霞ひらつか

⑪ 
ぃ@

7 
月

平塚球場

第 554号

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
射
撃
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
柔

道
、
自
転
車
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
競
技
、

テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
1
ル

〈
公
開
種
目
v

得
点
の
対
象
外

水
泳
、
空
手
、
弓
道

マ
申
込
期
限

7
月
日
目
(
木
)

マ
申
込
方
法
団
体
戦
は
、
申

込
書
を
地
区
ご
と
で
ま
と
め
、

個
人
戦
は
各
自
で
体
育
課
ま
た

は
、
各
種
目
の
協
会
ヘ

マ
問
い
合
わ
せ
先
体
育
課

少
年
少
女
水
涼
大
会

第
二
十
九
回
平
塚
市
少
年
少

女
水
泳
大
会
が
聞
か
れ
る
。
申

し
込
み
は
、
体
育
課
へ
。

マ
日
時

8
月
6
日
(
日
)
午

前
8
時
却
分

1
午
後
5
時

• 28日17時

平塚競技場

-
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

@
体
育
課

一T
m
平
標
市
大
原

1
1
1
、
平
塚
球
場
内
(
電
話

回
|
一
一
一
O
六
O
)

。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
〒
制

平
塚
市
大
原
1
1
1
、
平
田
部
球

場
内
(
電
話
お
l
O
一
O
一一)

マ
会
場
総
合
体
育
館
プ
1
ル

マ
参
加
資
格
①
小
学
校
4
年

生
5
中
学
生
②
団
体
種
目
は

学
校
区
ま
た
は
主
催
者
の
同
意

を
得
た
ク
ラ
ブ
チ
1
ム
単
位
で

編
成
す
る

マ
競
技
種
目

〈
個
人
種
目
〉

-
小
学
生
男
子
、
女
子
自
由

形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ
タ

フ
ラ
イ
(
お
れ
、
m
M
川
)

・
中
学
生
男
子
、
女
子
自
由

形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ
タ

フ
ラ
イ
(
印
M
川
)
、
百
計
自
由
形

〈
団
体
種
目
〉

・
二
百
計
リ
レ
1
(
4
人
×
印

マ
申
込
期
限

7
月
7
日
(
金
)

マ
参
加
料
無
料

ナ
イ
タ
ー
陸
上
に

平
塚
市
陸
上
競
技
協
会
で

は
、
第
十
八
回
ナ
イ
タ
ー
陸
上

記
録
会
を
行
う
。
申
し
込
み

は
、
体
育
課
、
平
塚
競
技
場
に

あ
る
用
紙
に
参
加
料
を
添
え

て
、
郵
送

(現
金
古
留
)
ま
た

は
直
接
、
体
育
課
へ
。

マ
日
時

8
月
初
日
(
土
)
午

後
3
時

5
(雨
天
決
行
)

マ
会
場
平
塚
競
技
場

マ
参
加
資
格
高
校
生
以
上
ま

た
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
中

学
生
(
中
学
生
は
保
護
者
の
承

諾
曹
が
必
要
)

マ
競
技
種
目
(
1
人
1
粗
目
)

・
一
般
、
高
校
生
男
子
百
計
、

四
百
目
、

一
千
五
百
灯
、
五
千

討
、
円
盤
投
げ
へ
走
り
幅
跳
び
、

走
り
高
跳
び
、
三
段
跳
び

・
一
般
、
高
校
生
女
子
百
計
、

一
千
五
百
目
、
円
盤
投
げ
、
走

り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び

・
中
学
生
男
子
百
M
ぺ
一
千

五
百
M
川
、
走
り
幅
跳
び

・
中
学
生
女
子
百
計
、
八
百

計
、
走
り
幅
跳
び

・
視
覚
障
害
者
三
千
れ

マ
参
加
料
一
般
五
百
円
(
ナ

ン
バ
ー
の
な
い
人
は
一
千
円
)
、

高
校
生
三
百
円
、
中
学
生
二
百

円マ
申
込
期
間

7
月
ロ
日
(
水
)

1
四
日
(
水
)

工
戸
口
ピ
ク
ス
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

第
二
回
さ
わ
や
か
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
教
室
の
参
加
者
を
募
集
す
る
。

マ
日
程

9
月
2
日
1
m
月
初

日
の
土
曜
日
、
全
6
回

マ
時
間
午
前
日
時
1
1
時

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
お
歳
5
日
歳
ま

で
の
女
性

マ
定
員

ω人
(
抽
選
)

h
-
F
h
a
F

団

予

ク

会

選

宮

島

市

E
7『

4
4
4

年

県

ツ

大

予

，t
r
旬、
j

少

ル

ピ

権

県

キ
瀦)時一一一選立

、{
Kモ
h
J

始

(

ク

パ

ニ

予

人

卓

M

矧
謝

F
Z
Z

ー

コ
/
ベ
鰯

(

体

策

技

会

泳

日

予

日

・
n
p
J

端

会

国

関

競

選

水

全

県

会

令
筏
駄
目白

シ
げ
て
/
IU
主

2

M

4

{

0

・
・

※問い合わせ は、総合公園管理
事務所 (電 話 35-2233) へ。

@
@
7月

• 23日9時

• 31日 9時

マ
参
加
料
三
千
円

マ
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に

教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
掻
興
財
団
へ
申
し
込
む

マ
申
込
期
限

7
月
日
臼
(
土
)

市
民
テ
ニ
ス
大
会

第
五
回
平
塚
市
民
テ
ニ
ス
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。

マ
日
程

8
月
5
日
(
土
)
、

6

日
(
臼
)

マ
会
場
桃
浜
町
庭
球
場
ほ
か

マ
競
技
種
目
男
子
ダ
ブ
ル
ス、

女
子
ダ
ブ
ル
ス

マ
競
技
方
法

6
ゲ
l
ム
マ
ッ

チ、

リ
ー
グ
・

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
中
学
生
以
上
の

方マ
参
加
料

ゴ
一
千
円

マ
申
込
方
法
体
育
課
に
あ
る

申
込
用
紙
に
参
加
料
を
添
え
、

現
金
魯
留
で
申
し
込
む

マ
申
込
期
限

7
月
M
日
(
金
)

マ
申
込
先

一T
出
l
引
平
塚
市

追
分
1
|
お
平
塚
郵
便
局
私

暫
箱
刊
号
、
平
塚
市
テ
ニ
ス
協

会
「
市
民
テ
ニ
ス
大
会
係
」

マ
問
い
合
わ
せ
先
体
育
課

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

第
十
二
田
平
塚
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
ご

参
加
を
。

マ
日
時

9
月
4
日
(
月
)
午

前
7
時
ス
タ
ー
ト

マ
会
場
平
揮
富
士
見
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
大
磯
コ
l
ス

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
方

マ
定
員
百
八
十
人
(抽
選
)

マ
競
技
方
法
問
ホ
ー
ル
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
1
・

ニ
ュ

l
ペ
リ

ヤ
方
式

マ
参
加
料

六
千
円

(
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
l
、
昼
食
費
等
合
む
)

マ
申
込
期
間

7
月
M
日
(
月
)

1
8月
1
日
(
火
)

参
加
希
望
の
方
は
、
往
復
は

が
き
に
①
住
所

・
氏

名

②

生

年
月
日
③
電
話
番
号
④
勤

務
先

・
所
在
地
⑤
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
⑥
性
別
を
記
入
し
、

一T
加
平
塚
市
松
風
町

一
|
十
九

平
塚
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
へ

申
し
込
む
。
(
二
枚
以
上
申
し

込
み
は
失
格
)

ヨ
ッ
ト
教
室
が

湘
南
ひ
ら
つ
か
ピ
ー
チ
ク
ラ

ブ
で
は
ヨ
ヅ
ト
教
室
を
聞
く
。

マ
日
程

7
月
幻
日
(
土
)
、
幻

自
(
臼
)

マ
時
間
午
前
9
時
3
午
後
5

時マ

会

場

平
塚
海
岸

マ
対
象

小
学
校
4
年
生
1
中

学
生
(
親
子
で
参
加
)

マ
定
員
犯
人
(
先
着
順
)

マ
受
講
料
二
千
円

マ
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
学
校
名
を
記
入
し
、

干
加

平
塚
市
松
風
町
2
l

m
、
平
塚

青
年
会
議
所
内
湘
南
ひ
ら
つ
か

ピ
ー
チ
ク
ラ
ブ
「
ジ
ュ
ニ
ア
ヨ

ッ
ト
教
室
係
」
へ

マ
問
い
合
わ
せ
先

湘
南
ひ
ら

っ
か
ピ
ー
チ
ク
ラ
ブ
事
務
局

(
電
話
幻
l
六
四
七
回
)

古
都
鎌
倉
を
歩
く

平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
七
月

例
会
を
聞
く
。
今
回
は
、
鎌
倉

の
山
道
で
森
林
浴
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
く
。

マ
期
日

7
月
刊
日
(
日
)

降
水
確
率
刊
%
以
上
の
場
合
は

お
日
(
日
)
、
以
後
は
中
止

マ
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
8
時

マ
コ
l
ス

平

塚

駅
|
北
鎌
倉

駅
・・
・散
在
ガ
池
・
・・大
平
山・
・・六

国
峠
・
・・
瑞
泉
寺
・
・・八
幡
宮
・・
・鎌

倉
駅
|
平
塚
駅
(
歩
行
距
離
約

8
キ
ロ
M
川
)

マ
交
通
費
七
百
円
程
度

マ
持
ち
物
弁
当
、
雨
具

マ
問
い
合
わ
せ
先
体
育
課

ミミぶ|
消質生

物|

親
子
教
室
開
催

小
学
生
と
そ
の
親
を
対
象
に

消
費
生
活
を
テ
1
マ
に
親
子
教

室
が
聞
か
れ
る
。
定
員
は
、
各

• 23日

.30日

教
室
と
も
親
子
二
十
組
(
先
着
)

申
し
込
み
は
電
話
で
、
地
域

づ
く
り
課
(内
線
二
六
三
)
へ
。

①
手
作
り
豆
腐
に
挑
戦
H

日
1
i
H
u

、

マ
日
時
、
会
場

7
月
幻
日

(金
)
午
後
2
時
3
4
時

中

央
公
民
館
、
7
月
初
日

(
金
)

午
後
2
時
1
4
時
旭
南
公
民

館②
お
い
し
く
作
ろ
う
/

手
作
り
パ
タ
1
と
ア
イ
ス
ク

リ
l
ム

マ

日

時

会

場

8
月

1
日

(
火
)
午
後
2
時
5
4
時
な

で
し
こ
公
民
館
、

8
月
幻
自

(火
)
午
前
叩
時

1
ロ

時

中

央
公
民
館

③
お
や
つ
を
作
ろ
う
/

市
販
の
お
や
つ
と
手
作
り
お

や
つ
の
比
較

マ
日
時、

会
場

7
月
幻
日

(
木
)
午
後
2
時
1
4
時
旭

南
公
民
館
、

8
月
3
日
(
木
)

午
前
日
時

S
U時
神
田
公
民

館、

8
月
幻
自
(火
)
午
後
2

時

5
4
時
中
央
公
民
館

④
牛
乳
パ
ッ
ク
で
手
す
き
は
が

き
を
作
ろ
う
/

タ
オ
ル
と
新
聞
紙
を
持
参

マ
日
時
、
会
場

7
月

M
日

(
月
)
午
前
日
時

i
u時
教

育
会
館
、

8
月
幻
日
(
月
)
午

前
日
時

S
U時
教
育
会
館

⑤
お
や
つ
の
色
つ
て
な
あ
に
?

若
色
料
に
つ
い
て
調
べ
る

マ
日
時
、
会
場

7
月

M
日

(
月
)
午
後
2
時
5
4
時
教

育
会
館
、

8
月
紅
白
(
月
)
午

後
2
時
1
4
時
教
育
会
館

ifll\(JjJ 了4U-臨~t; 'B$ßlð~ L J 

く〉日時 7月21日盤的
午前の部 10時30分~
午後の部 1時30分~

く〉会場中央公民館

各 700人(先着順)
劇団東少
こぶとりじいさん、雪女、
しよじよ寺の狸ばやし

-申 し込 み はがき(1家族 1枚)に
住所、氏名、 (希望する方の名前全
員)、年齢、午前の部、午後の部かを
記入して、「苧254平塚市追分 1-20

中央公民館(電話34ー2111)Jへ。

。定員
。出演
。演目

。見附台体育館 (電鱈31-3057)

・開放種目 卓球、バドミン トン、パスケツ

ト、ソフトテニス (-16時〉、バレー(16時-)

・7月3日 (月)午後1時"'8時

。金田公民館体育館 (旬結31-2136)

。金目公民館体育館 {電話58-0101)

0神田公民館体育館 (電話55-0239)

0旭南公民館体育館 団結31-2255)

-開放種 目 バレー(9時-13時)、パドミン

トン、卓球 031待-16時)、バスケッ ト (16

時 -20時}

• 7月3日(月)午前9時~午後8時
・7月17日(月) グ

都育館@悶脇田j

各編目ともラケッ ト、シャ トル、ポー

ル と、上ばき用運動 ぐつの持容を。
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